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西 山 殿 御 返 事 建治二年 五五歳

青鳧五貫文給び候ひ畢んぬ。
せい ふ た おわ

夫雪至って白ければ、そむるにそめられず。漆至ってくろければ、しろくなる事な
それ 染 うるし 黒 白

し。此よりうつりやすきは人の心なり。善悪にそめられ候。真言・禅・念仏宗等の邪悪

の者にそめられぬれば必ず地獄にをつ。法華経にそめられ奉れば必ず仏になる。経に云
染 堕 染

はく「諸法実相」云云。又云はく「若人不信乃至入阿鼻獄」云云。いかにも御信心をば
しょほうじっそう にゃくにん ふ しんない し にゅう あ び ごく

雪漆のごとくに御もち有るべく候。恐々。


